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【サステナビリティ】 

5 月 10 日より、1都 3 県で生物多様性に配慮した外構事業の試行を開始 

TNFD に賛同、生物多様性に関する情報も積極開示 
 

大東建託株式会社（本社：東京都港区、代表取締役 社長執行役員 CEO：竹内啓）は、企業が自然に及ぼ

すリスクや機会を把握して開示する枠組み「自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）※１」に賛同

し、10 の外構施策をとりまとめた「めぐる とまりぎ」を事業コンセプトに、5 月 10 日より 1 都 3 県※２

で、生物多様性に配慮した賃貸住宅向け外構事業の試行を開始します。10 月には戸建て住宅向けの外構

事業も開始予定です。 

本事業は、住宅の外構植栽において、在来種割合を 50％以上確保するなどの施策により、在来動植物の

保全を目指すものです。年間植栽数をカウントして在来種割合の算出を行い訪れる鳥・蝶種を推計した

り、施工前の周辺地域の状況確認や施工後のモニタリング施策などの効果検証を行います。 

今後も当社は、事業活動を通じた自然環境保全を進めるため、必要な情報の把握と適切な情報開示に努

め、持続可能な社会の実現と企業価値向上に取り組んでいきます。 

※１ Taskforce on Nature-related Financial Disclosures、企業活動に対する自然資本および生物多様性に関するリスクや機

会を適切に評価し、開示するための国際枠組み 
※２ 一部対象外のエリアを含む 

 

 

＜ポイント＞ 

 植栽の 50％以上に在来種を確保するなど生物多様性に配慮した外構事業の試行を開始 

 TNFD の理念に賛同し、2023 年 3 月に「The TNFD Forum」へ参画 

 「めぐる とまりぎ」コンセプト設計は環境事業を展開する株式会社グリーン・ワイズと協業 

 生物多様性の実現に向けモニタリングを実施し、必要な情報の把握と適切な情報開示を進める 

 

外構事業開始の背景 

2022 年 12 月に国連で「昆明・モントリオール生物多様性枠組」が採択されたことで、2030 年までに

自然の損失を止めてプラスに転じさせる「ネイチャーポジティブ」の達成は世界的な目標になってい

ます。2023 年 9 月には TNFD のフレームワークが発表され、自然に関するリスクの把握や情報開示が求

められるようになっており、当社は 2023 年 3 月、TNFD の理念に賛同し、TNFD フォーラム※３へ参画し

ました。 

当社の対象物件（千葉県柏市）の周辺エリアにおいて、地理院地図の年代別写真※４を元に、1960 年代

と 2019 年の緑地割合を比較したところ、3 割以上の緑地の減少が確認されました。また、この緑地の

減少により蝶の種数が 75％減少したと推測されます※５。 

これまで当社は、木造住宅の供給による脱炭素化を推進してきましたが、「住環境に携わる企業」とし

てこのたび新たに、生物多様性に寄与する「外構事業」へ取り組むことにしました。 



 

 

 

 

 

 

 

※３ 自然関連のリスクと機会に関する情報開示フレームワークを構築することを目指す 

TNFD の議論をサポートするステークホルダーの集合体 

※４ 国土地理院、https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html#gazo1 

※５ Kei Uchida et al.Urbanization promotes the loss of seasonal dynamics in the semi-natural grasslands of an 

East Asian megacity,Basic and Applied Ecology,Volume 29, June 2018, Pages 1-11 を元に算出（当社調べ） 

 

生物多様性に配慮した事業コンセプト「めぐる とまりぎ」を策定 

当社は、住宅の外構植栽における生物多様性に配慮し緑豊かな空間を創出するため、TNFD の依存度・

影響度指標カテゴリーごとにマテリアリティ項目を決定しました。このマテリアリティを基に、自然

と人をつなぐグリーンプラットフォーム事業を展開する株式会社グリーン・ワイズ※６（本社：東京都

多摩市、代表取締役：田丸雄一）と協業し、生物多様性に配慮した外構における事業コンセプト「めぐ

る とまりぎ」を策定しました。全国各地域の生態系に配慮し、街の環境のために、いきもののために、

次世代のためにみどりをつなぎ外構植栽から生物多様性保全を推進するため、以下の 10 の施策を展開

します。 

※６ 株式会社グリーン・ワイズ WEB サイト https://www.greenwise.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

〈具体的な 10 の施策〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の生態系とつながる「めぐる とまりぎ」コンセプトを採用した外構リノベーション事例 

今回の事業試行開始に先立ち、昨

年度、賃貸住宅と戸建住宅の中古

物件にて外構リノベーションの

検証を実施しました。賃貸住宅の

入居者様からは、「景観が非常に

良くなった」「明るい空間になっ

た」などの声が寄せられました。 

 

お問い合わせ先 

大東建託株式会社 広報部 広報課 

TEL｜03-6718-9174  /  FAX｜03-6718-9274  /  E-mail｜koho@kentaku.co.jp  

多種多様な植物

により、住まい手

や通行人が緑に

癒される場とし、

地域の緑化や在

来植物を未来に

つなぐ。 

花や実のなる植物

により、住まい手

が植物の季節の変

化を楽しむととも

に、地域の緑地か

ら小鳥や蝶が回遊

する場所へ。 

雨水を地下に浸

透させる機能を

持つ素材を舗装

に使用。地下水

枯渇防止効果な

どが期待できま

す。 

 〈空中写真の変化〉 

2019 年の空中写真 1961ー69 年の空中写真 

１メッシュ=下記画像範囲/１

蝶
の
種
類
の
豊
富
さ 

（市街化率） 

12 

 

6 

 

0 
0%  32%  64%  96% 

緑 地 部 分 を

茶色くマーキ

ングし、緑地

面積を算出 

〈市街化による蝶の種数変化〉※５ 

賃貸住宅（埼玉県春日部市） 戸建て住宅（千葉県柏市） 
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